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指 呼

が 、 も う 鳥 は 、 船 の よ う な 形 の 雲 の 中に 飛 び 込 ん だ ら し く 見 え な か っ た 。「 鷹 か し ら 。 大 き か っ た 」 と も う 一 度彼 女 は 空 を 指 し た が 先 に は 何 も な か った 。  「 大 き な 鳥 は み な 鷹 で 、 中 く ら いの 鳥 は み な 鳩 で 、 小 さ な 鳥 は み な 雀 」と 笑 っ た 。 私 達 は 鳥 に 詳 し く な い 。 けれ ど 、 テ レ ビ や 写 真 で 知 っ て い る

雄 々

し い

鷹 を 見 た 気 に な っ て 嬉 し か っ た 。

　
中 学 の 同 級 生 に 、 山 本 鷹

た か

蔵 ぞ う

君 が い

た 。 毎 朝 の 点 呼 で 、 山 本 鷹 蔵 と 聞 く と私 は 強 い 侍 を 思 い 浮 か べ た 。 男 子 同 級生 の 名 は 、 も っ と 軽 い 音 の 名 が 多 か っ

　
友 人 が 空 を 指 差 し 「 あ れ

見 て 、 大 き な 鳥 が 飛 ん でる 」 と 言 っ た 。 見 上 げ た

た 。 放 課 後 の 教 室 で 彼 が こ う 言 った 。  「 親 が こ ん な 名 を つ け て か ら 。も っ と ハ イ カ ラ な の に し て く れ た らよ か っ た の に 。 鷹 蔵 な ん て 」  。身 中 に 老 い さ ら ば え へ し 鷹 を 飼 ふ　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

渡 邉 隆

　
今 、 山 本 鷹 蔵 氏 は 、 鷹 蔵 と い う 立

派 な 名 前 を つ け て く れ た 親 に 感 謝し 、 勇 猛 な 鷹 を 自 己 の も の と し て 、飼 い な ら し た に 違 い な い 。　
列 車 の 発 車 す る 折 に 、 鉄 道 員 の 指

呼 を 見 る 。 ホ ー ム に 立 ち 進 行 方 向 を指 差 し 、 よ し 。 後 方 を 指 差 し 、 よし 。 白 い 手 袋 の 指 が 鋭 く 指 さ す 。 その 先 に は 何 も な い 。 何 も な い の が 出発 の 条 件 。 目 的 地 は 見 え な い け れ ど私 達 は 乗 り 込 む 。 指 呼 の 先 に は な にも な い の に 。 嘉 村 礒 多 の 生 家 「 帰 郷 庵 」

昨 年 の 様 子

1 3日 締 め 切 り で 参 加 者 募 集

嘉 村 礒 多 文 学 を

“
歩 く

”
ツ ア ー 開 催

　
仁 保 出 身 の 私 小 説 家 ・

嘉 村 礒 多 （ １ ８ ９ ７ 〜 １９ ３ ３ ） の 文 学 に 浸 り なが ら 、 散 策 を 楽 し む イ ベン ト 「 礒 多 ゆ か り の 地 を巡 る ウ ォ ー キ ン グ ツ アー 」 が 開 か れ る 。 日 時 は
2 3日  （ 土 ）  と

1 1月

2 7日  （ 土 ）

で 、 両 日 と も 午 前

1 0時 半

か ら 正 午 ま で 。 ど ち ら か希 望 日 を 選 ん で 申 し 込 む 。　
当 日 は 、 礒 多 の 生 家

「 帰 郷 庵 」  （ 山 口 市 仁 保 上
郷 ） に 集 合 し 、 地 元 ガ イド に よ る 説 明 を 受 け な がら 、 礒 多 の 墓 や 小 説 「 神

前 結 婚 」の 舞 台 とな っ た 妙見 社 、 帰郷 庵 近 くに あ る 厄除 け の 石仏 な ど 、約 ３

㌔
の

コ ー ス を巡 る 。 参加 料 金 は５ ０ ０ 円（ お 土 産付 き ・ 保険 料 含

む ） で 、 定 員 は 各

2 0人 。

マ ス ク 、 飲 み 物 、 歩 き やす い 靴 、 雨 具 な ど は 、 各自 で 準 備 す る 。　
申 し 込 み は 、 電 話 で 参

加 希 望 日 ・ 住 所 ・ 氏 名（ 漢 字 ）  ・ 電 話 番 号 を 、 主催 の 仁 保 自 治 会 ・ 嘉 村 礒

多 生 家 の 会 （

☎
０ ８ ３

－

９ ２ ９

－

０ ４ ３ ３ ） に 伝

え る 。 締 め 切 り は

1 0月

1 3

日  （ 水 ）  で 、 応 募 者 多 数 の場 合 は 抽 選 に よ っ て 参 加日 の 変 更 を 依 頼 さ れ るか 、 参 加 で き な い 場 合 もあ る 。　
嘉 村 礒 多 は 、 山 口 市 仁

保 出 身 の 小 説 家 。 １ ９ ２８ 年 に 処 女 作 「 業 苦 」 を発 表 。  「 神 前 結 婚 」 を 発表 し た

3 3年 に 死 去 と い

う 、 行 年

3 7歳 に し て わ ず

か ６ 年 足 ら ず の 作 家 生 活だ っ た が 、 自 身 の 生 活 や感 情 を 徹 底 し て 書 き 続 けた こ と か ら 「 私 小 説 の 極北 」 と 評 さ れ て い る 。

　
生 家 や 礒 多 の 愛 し た 仁

保 の 自 然 を 守 り 、 郷 土 の文 化 遺 産 を 後 世 に 伝 え てい こ う と 、 ２ ０ ０ ４ 年 に仁 保 自 治 会 と 嘉 村 礒 多 顕彰 会 ら が 約 １ 万 ２ 千 人 の署 名 を 集 め 、 生 家 の 保 存活 動 を 展 開 。

0 8年 に 山 口

市 が 嘉 村 家 の 親 族 か ら 築後 １ ３ ０ 年 を 経 た 生 家 を譲 り 受 け 、

1 0年

1 1月

2 7日

に 当 時 の 面 影 を 残 し な がら 古 民 家 暮 ら し が 体 験 でき る 施 設 と し て 開 館 した 。  「 帰 郷 庵 」 と い う 名称 は 、 開 館 の 際 に 公 募 によ っ て 決 定 し た 。 同 施 設で は 、 五 右 衛 門 風 呂 や かま ど を 使 っ た 料 理 、 囲 炉裏 を 囲 ん で の 語 ら い な どが 体 験 で き 、 宿 泊 す る こと も で き る 。　
昨 年 は 、 開 館

1 0周 年 を

記 念 し て こ の イ ベ ン ト が初 開 催 さ れ 、 ２ 回 目 と な

る 今 回 は 「 山 口ゆ め 回 廊 博 覧会 」 の 「 ゆ め 散歩 」 プ ロ グ ラ ムの 一 つ と し て 開か れ る 。　
な お 、 新 型 コ

ロ ナ ウ イ ル ス 感染 予 防 対 策 と して 、 発 熱 な ど の症 状 が あ る 場 合は 参 加 で き な い 。
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赤 﨑

　
英 里

地 学 担 当

き ま す 。 こ の 岩 石 片 を ス ライ ド ガ ラ ス に 貼 り 付 け て 、削 っ た り 磨 い た り し て 光 を通 す ほ ど 薄 く し た も の を 岩石 薄 片 （ が ん せ き は く へん ） と い い ま す 。 こ れ を 、偏 光 板 ２ 枚 が 組 み 込 ま れ てい る 偏 光 顕 微 鏡 を 使 っ て 観

　 「 ス ラ イ ス 」 と 聞 い て 想像 す る も の は 何 で し ょ うか ？

　
ス ラ イ ス チ ー ズ や 玉

ね ぎ ス ラ イ ス な ど 、 薄 く 切っ た も の を 思 い 浮 か べ ま せん か 。 で は 「 岩 石 」 か ら どん な イ メ ー ジ が 浮 か ぶ で しょ う ？

　
重 い と か 硬 い と か

で し ょ う か 。 そ れ で は 「 スラ イ ス し た 岩 石 」 を 想 像 でき る で し ょ う か ？　
硬 い 岩 石 も 、 専 用 の 道 具

を 使 え ば 薄 く 切 る こ と が で ス ラ イ ス し た 岩 石 を 観 察 し て み よ う

2 2 2

察 す る と ど う で し ょ う 。 そこ に は 、 肉 眼 で 見 た と き とは 全 く 違 う 色 味 を 持 っ た 、美 し い 世 界 が 広 が っ て い ます 。　
博 物 館 の 地 学 常 設 展 示 室

で は 、 花 こ う 岩 の 偏 光 顕 微鏡 映 像 を 、 岩 石 薄 片 を つ くる と こ ろ か ら 紹 介 し て い ます 。 岩 石 の 新 た な 一 面 を お楽 し み く だ さ い 。県 立 山 口 博 物 館

カ ン ラ ン 石 玄 武 岩 の 偏 光 顕 微
鏡 写 真

申 し 込 み 締 め 切 り申 し 込 み 方 法講
　
師

開 催 形 式
定

　
員

開 催 日 時お 問  い 合 わ  せ

1 8 9 7

オ ン ラ イ ン 開 催県 立 大 学 と 共 催

　
私 ら し く 生 き る

　
生 き か た 講 座

「 発 達 障 害 の あ る 子 ど も の 育 ち を 支 え る た め に
　
― 家 族 が で き る こ と 、  社 会 が で き る こ と ―

」

参 加 者 募 集 中 ！

 

　
コ ー プ や ま ぐ ち で は 、 自 分 や 家 族 の 暮 ら し を 豊 か な も の に す

る た め に 「 も っ と 深 く 、 様 々 な ジ ャ ン ル を 学 び た い 」 と い う 組合 員 さ ん の 願 い に 応 え る た め 、 山 口 県 立 大 学 と 提 携 し て 「 私 らし く 生 き る 生 き か た 講 座 」 を 開 催 し て い ま す 。 組 合 員 で な い 方も ご 参 加 い た だ け ま す ♪

　
発 達 障 害 の 診 断 の あ る お 子 さ ん を 育 て て い る ご 家 族 お よ び 、 そ の ご 家

族 を 支 え る ご 友 人 や 支 援 者 は も ち ろ ん で す が 、 診 断 は な い が 気 に な る 子ど も の 理 解 に つ い て 学 び た い 方 も 参 加 し て い た だ け た ら 幸 い で す 。　
子 ど も が 笑 顔 で 生 き 生 き と 子 ど も 時 代 を 送 る こ と が で き る 子 育 て 環 境

の あ り 方 に つ い て 、 参 加 者 と 一 緒 に 考 え る こ と が で き る 講 座 に し た い と思 い ま す 。 「 発 達 障 害 の あ る 子 ど も の 育 ち を 支 え る た め に　 　 　 　 　 　 　

― 家 族 が で き る こ と 、  社 会 が で き る こ と ― 」

お 申 込 み は
こ ち ら か ら

4 0名 程 度
Ｚ

o
o
m ミ ー テ ィ ン グ に よ る オ ン ラ イ ン 開 催

1 0月 ８ 日  （ 金 ）

藤 田 久 美 氏 （ 山 口 県 立 大 学 社 会 福 祉 学 部

　
教 授 ）

申 し 込 み フ ォ ー ム （ 下 記 Ｑ Ｒ

1 0月

2 1日  （ 木 ）

1 0時

3 0分 〜

1 2時

コ ー ド ） よ り お 申 し 込 み く だ さ い 。 開 催 日 前 日 ま でに 、 ご 入 力 い た だ い た メ ー ル ア ド レ ス に Ｚ

o
o
m ミ

ー テ ィ ン グ の 招 待 メ ー ル を お 送 り し ま す 。  （ お 顔 は 出さ ず 、 視 聴 の み で も 大 丈 夫 で す ）コ ー プ や ま ぐ ち 組 合 員 活 動 グ ル ー プ０ １ ２ ０ 〜 ２ ７ 〜 ５ ５ ２ ０ （ 月 〜 金

　
９ 時 〜

1 8時 ）

　
店 舗 注 文 受 付 期 間 は

1 2月 ５ 日  （ 日 ）  ま で 。

　
店 舗 早 割 は

1 1月

2 8日  （ 日 ）  ま で ！

　
ぜ ひ 、 コ ー プ の お 店 こ こ と に お 立 ち よ り く だ さ い ♪

※ Ｚ

o
o
m ア プ リ の ダ ウ ン ロ ー ド や Ｗ ｉ

－

Ｆ ｉ な

ど 、 視 聴 環 境 を あ ら か じ め 整 え て い た だ き ま す よう 、 よ ろ し く お 願 い い た し ま す 。

早 め の ご 注 文 が お 得 ♪２ ０  ２ １ 生 協 の 冬 ギ フ ト

1 9 6 2  年 旧 阿 知 須 町 生 ま れ 。 宇 部 高 、 久 留
米 大 医 学 部 卒 業 後 、 山 口 大 大 学 院 （ 第 一
外 科 ） に 進 む 。 愛 媛 労 災 病 院 勤 務 、 米 国
テ キ サ ス 大 医 学 部 留 学 を 経 て 9 5  年 、 阿 知
須 同 仁 病 院 に 着 任 。 現 在 理 事 長 を 務 め る 。
吉 南 医 師 会 会 長 。 吉 南 准 看 護 学 院 学 院 長 。

7 3 0

　
今 年 ７ 月 、 山 口 県 央 ロ

ー タ リ ー ク ラ ブ の 今 年 度会 長 に 就 任 し た 。 任 期 は来 年 ６ 月 ま で の １ 年 間 。　
メ イ ン テ ー マ 「 み ん な

と も だ ち 」 で 会 員 同 士 の親 睦 と 友 情 の 大 切 さ を 奉仕 の 理 念 と 重 ね 合 わ せ 、サ ブ テ ー マ 「 食 事 を 残 さず 平 ら げ る と い う 、 気 持ち 」 に は 「 日 常 （ 例 会 ）に つ い て 、 ど れ だ け 情 熱を 持 っ て 一 生 懸 命 過 ご せる か 」 と い う 意 味 を 込 めた 。　
同 会 は 毎 年 、 山 口 農 業

高 で ３ 年 生 を 対 象 と し た就 職 模 擬 面 接 を 実 施 。 会員 ら が 面 接 官 と な っ て 実践 に 即 し た 場 を 作 り 、 高校 生 の 就 職 活 動 を 支 援 して い る 。  「 未 来 を 担 う 子ど も た ち に 貢 献 で き れば 」 と 話 す 。　
休 日 の 息 抜 き は Ｎ Ｈ Ｋ

大 河 ド ラ マ の 鑑 賞 で 、 子ど も の 頃 か ら 大 相 撲 と 野球 が 「 大 好 き 」  。 年 始 の抱 負 は 野 村 克 也 の 言 葉「 人 間 は 、 他 人 の 評 価 で生 き て い る 」 と 、 自 ら を戒 め る 。

西 にし

田
だ

　
一 かず

也
や

さ ん

山 口 県 央 ロ ー タ リ ー ク ラ ブ の会 長 に 就 任

 １ 行 記 事　 開 校 ３ ０ 周 年 を 迎 え た 小 郡 南 小 で あ す ７ 日 、 記 念 行 事 が 開 催 。 児 童 ５ ８ ６ 人 、 保 護 者 ５ ０ 人 、 教 職 員 ４ ０ 人 が 、 一 斉 に 風 船 を 飛 ば す 。 時 間 は 午 前 １ １ 時 半 ご ろ 。
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山 口 市 の 南 部  （ 陶 ）  と 北 部  （ 萩 往 還 ）  で ウ ォ  ー キ ン グ イ ベ  ン ト

3 1 日

1 1  月 7  日

歩  い  て 地 域 再 発 見

　
参 加 者 募 集 中

ウ ェ ブ サ イ ト で は 、  よ り 詳 し い 記 事 を ご 覧 い た だ け ま す 。

学
　 　

ぶ

お 知 ら せ
コ ー ス 内 の 正 護 寺

ヘ  ル シ ー ウ ォ  ー キ ン グ 陶

萩 往 還 チ  ャ  レ ン ジ ウ ォ  ー ク

次 回 は 1 0 月 1 3 日 掲 載

︻ パ イ プ オ ル ガ ン メ デ ィ
テ ー シ ョ ン ︼

1 0月

3 1日

（ 日 ）

1 4時 半 。 サ ビ エ ル 記

念 聖 堂 「 お も い っ き り バッ ハ 」 演 奏 寺 岡 恵 美

　
定

員 先 着

4 0名 （ 電 話 予 約 優

先 ） 献 金

☎
０ ８ ３

－

９ ２

０

－ １ ５ ４ ９

︻ 筝 教 室 生 徒 募 集 ︼

小 学

三 年 生 以 上 。 第 一 ・ 三 土曜 日 午 前 九 時 半 よ り 山 口ふ る さ と 伝 承 総 合 セ ン ター 。 受 講 無 料 。 筝 曲 組 歌再 現 の 会

　
ろ ぼ う 塾 所 属

０ ９ ０

－

３ ４ ８ ６

－

３

１ ７ ０ 波 部

コ ン サ ー ト

︻  ﹁ あ な た ﹂ の 情 報 届 け ませ ん か ︼

「 サ ン デ ー 伝 言

板 」 は 無 料 も し く は 低 料

金 で 約 ６ 万 ４ 千 世 帯 に
「 あ な た 」 の 情 報 を 発 信

で き ま す 。 有 料 の お 申 し込 み は １ 行

1 1文 字 あ た り

６ ６ ０ 円 （ 税 込 ）  。 詳 しく は 「 サ ン デ ー 伝 言 板 」で 検 索 を 。山 口 井 筒 屋
［ ５ 階 ］ 今 週 の 催 し 案 内

︻ 催 場 ︼ ~

1 2日  ︵ 火 ︶  :

全

国 う ま い も の 大 会

︻ 美 術

ギ ャ ラ リ ー ︼ ~

1 2日

︵ 火 ︶  :

北 の 大 地 か ら 秋 風

に 乗 っ て 〜 植 田 莫 ＆ 北 島雅 子 作 品 展

 

　
山 口 市 の 陶 地 域 で 「 ヘ

ル シ ー ウ ォ ー キ ン グ 陶 〜キ ー ワ ー ド 探 し 」 が 、

3 1

日  （ 日 ）  午 前 ９ 時 か ら 正 午ま で 開 催 さ れ る 。　
コ ー ス は 、 陶 地 域 交 流

セ ン タ ー を ス タ ー ト ・ ゴー ル と す る 約 ６ ㌔ 。 同 セン タ ー に 集 合 後 、 コ ー スに 沿 っ て 各 自 の ペ ー ス で歩 く 。 コ ー ス 内 に あ る 八雲 神 社 、 正 護 寺 な ど に は各 名 所 を 解 説 し た 看 板 が設 置 さ れ て お り 、 そ の 看板 に 隠 さ れ た 五 つ の キ ー

ワ ー ド を 集 め る と 、 抽 選で 「 あ い お 荘 食 事 券 」 や「 南 部 地 域 特 産 品 詰 め 合わ せ 」 な ど が 当 た る 。　
参 加 無 料 で 、 飲 み 物 、

歩 き や す い 靴 、 雨 具 な どは 各 自 で の 準 備 が 必 要 。雨 天 の 場 合 は 中 止 。　
希 望 者 は 、 ハ ガ キ 、 フ

ァ ク ス 、 メ ー ル の い ず れか で 、 郵 便 番 号 、 住 所 、氏 名 、 年 齢 、 電 話 番 号 を明 記 の 上 、 主 催 の 陶 地 域交 流 セ ン タ ー （ 〒 ７ ５ ４

－

０ ８ ９ １

　
山 口 市 陶 ２

５ ９ ５ 、

☎

０ ８ ３

－

９

７ ２

－

１ ３ １ ８ 、

sue
@

city.ya
maguchi.lg.jp ） に

申 し 込 む こ と 。 ８ 日  （ 金 ）締 め 切 り 。 問 い 合 わ せ は同 セ ン タ ー へ 。

　 「 萩 往 還 チ ャ レ ン ジ ウォ ー ク 」 が 、

1 1月 ７ 日

（ 日 ）  に 行 わ れ る 。　
① 健 脚 コ ー ス は 、 明 木

か ら 山 口 総 合 支 所 ま で の約

2 6㌔ 。 ② 一 般 コ ー ス

は 、 明 木 か ら 佐 々 並 ま での 約 ９ ㌔ 。 ど ち ら も 「 やま ぐ ち 萩 往 還 語 り 部 の会 」 の メ ン バ ー に よ る ガイ ド 付 き で 、 コ ー ス に は山 道 も 含 ま れ る た め 、 通

常 よ り 運 動 強 度 が 高 い ウォ ー キ ン グ と な る 。 ① ②と も 集 合 場 所 の 山 口 市 役所 （ 山 口 市 亀 山 町 ２ ） から ス タ ー ト 地 点 の 明 木 まで と 、 そ れ ぞ れ の 到 着 地点 か ら 集 合 場 所 ま で は 、バ ス で 移 動 す る 。　
① は 午 前 ８ 時 か ら 午 後

５ 時 ま で で 、 ② は 午 前

1 0

時 か ら 午 後 ４ 時 半 ま で 。対 象 は 、 小 学 ５ 年 生 以 上

の 山 口 市 内 在 住 者 （ 中 学生 以 下 は 保 護 者 同 伴 ）で 、 定 員 は 各 コ ー ス

6 0

人 。 参 加 料 は １ ５ ０ ０ 円（ 弁 当 ・ お 茶 代 ・ 保 険 料 ）で 、 当 日 徴 収 さ れ る 。　
参 加 希 望 者 は 、 同 市 ウ

ェ ブ サ イ ト （

https://

w
w

w.cit
y.

ya
ma

g
uc

hi.

lg.jp/soshiki/22/106164.
ht

ml

）  、 各 地 域 交 流 セ ン

タ ー な ど で 取 得 で き る 申込 用 紙 に 必 要 事 項 を 記 入し 、

1 1日  （ 月 ・ 必 着 ）  ま で

に 来 所 、 郵 送 、 メ ー ル のい ず れ か で 山 口 市 ス ポ ーツ 交 流 課 （

☎
０ ８ ３

－

９

３ ４

－

２ ８ ７ ５ 、 〒 ７ ５

３

－

８ ６ ５ ０

　
山 口 市 亀

山 町 ２

－

１ 、

sports
@

city.ya
maguchi.lg.jp ） へ

申 し 込 む こ と 。 な お 、 応募 者 多 数 の 場 合 は 抽 選 とな る 。

 １ 行 記 事　 き ら ら 浜 自 然 観 察 公 園 は 、 「 シ ョ ウ ド ウ ツ バ メ の ね ぐ ら 入 り 観 察 会 」 （ ９ 日 午 後 ５ 時 ～ ） と 「 バ ー ド ウ ォ ッ チ ン グ 」 （ １ ０ 日 午 前 １ ０ 時 ～ ） の 参 加 者 を 募 集 中 。



2 0 2 1 年 （ 令 和  3 年 ） １ ０ 月 ６ 日 ㈬ 　 ４サ ン デ ー 山 口

販 売 期 間 　 令 和 3 年 1 0 月 1 日 （ 金 ） ～

　 　 　 　 　 1 0 日 （ 日 ） の 1 0 日 間

購 入 方 法 　 公 式 通 販 サ イ ト

　 　 　 　 　 「 道 の 駅 萩 し ー ま ー と

　 　 　 　 　 オ ン ラ イ ン シ ョ ッ プ 」

　 　 　 　 　 よ り お 申 し 込 み く だ さ い

道 の 駅 萩 し ー ま ー と
〒 7 5 8- 0 0 1 1 

山 口 県 萩 市 椿 東 4 1 6 0 - 6 1

☎ 0 8 3 8- 2 4- 4 9 3 7

道 の 駅 萩 し ー ま ー と 「 萩 の 地 酒 」道 の 駅 萩 し ー ま ー と 「 萩 の 地 酒 」
オ ン ラ イ ン 販 売 開 始 記 念 セ ッ トオ ン ラ イ ン 販 売 開 始 記 念 セ ッ ト

内 　   容

● 長 陽 福 娘 純 米 酒 （ 製 造 萩 市 ・ 岩 崎 酒 造 株 式 会 社 ）3 0 0 ml

● 長 門 峡 純 米 酒 （ 製 造 萩 市 ・ 有 限 会 社 岡 崎 酒 造 場 ）3 0 0 ml

● 宝 船 純 米 酒 （ 製 造 萩 市 ・ 中 村 酒 造 株 式 会 社 ）3 0 0 ml

● 東 洋 美 人 醇 道 一 途 （ 製 造 萩 市 ・ 株 式 会 社 澄 川 酒 造 場 ）3 0 0 ml

● 八 千 代 B d- 1 4 純 米 酒 （ 製 造 萩 市 ・ 八 千 代 酒 造 合 名 会 社 ）3 0 0 ml

● 萩 市 オ リ ジ ナ ル 商 品 じ ゃ こ た っ ぷ り Ｘ O 醤 ： 8 0 ｇ

内 　   容

● 東 洋 美 人 醇 道 一 途 （ 製 造 萩 市 ・ 株 式 会 社 澄 川 酒 造 場 ）3 0 0 ml

● 八 千 代 B d- 1 4 純 米 酒 （ 製 造 萩 市 ・ 八 千 代 酒 造 合 名 会 社 ）3 0 0 ml

● 萩 市 産 ケ ン サ キ イ カ す る め ： 3 ～ 8 枚

● 萩 市 特 産 焼 き 抜 き 蒲 鉾 萩 椿 ： 1 6 0 g

内 　   容

● 長 陽 福 娘 純 米 酒 （ 製 造 萩 市 ・ 岩 崎 酒 造 株 式 会 社 ）3 0 0 ml

● 長 門 峡 純 米 酒 （ 製 造 萩 市 ・ 有 限 会 社 岡 崎 酒 造 場 ）3 0 0 ml

● 宝 船 純 米 酒 （ 製 造 萩 市 ・ 中 村 酒 造 株 式 会 社 ）3 0 0 ml

● 萩 市 産 魚 介 の 刺 身 ： 1 皿( 1 7 ｃ ｍ ） × 1 種
　 ※ 刺 身 の 魚 種 は お 任 せ い た だ く よ う に な り ま す 。

● 萩 市 産 ち り め ん ： 1 8 0 g

道 の 駅 萩 し ー ま ー と で 「 萩 の 地 酒 」 の オ ン ラ イ ン

販 売 が 始 ま る の を 記 念 し て 、「 萩 の 肴 セ ッ ト 」 が

1 0 日 間 限 定 で 登 場 ！ 　 ご 自 宅 用 に 、 大 切 な

あ の 人 に 、 萩 の 肴 と お 酒 は い か が で す か ？

● 萩 市 特

内 　 容

● 長 陽 福 娘 純 米 酒 （ 製 造  萩 市 ・ 岩 崎 酒 造 株 式 会 社

● 長 門 峡 純 米 酒 （ 製 造 萩 市 ・ 有 限 会 社 岡 崎 酒 造 場

● 宝 船 純 米 酒 （ 製 造 萩 市 ・ 中 村 酒 造 株 式 会 社 ） 3 0

● 萩 市 産 魚 介 の 刺 身 ： 1 皿( 1 7 ｃ ｍ ） × 1 種
　 ※ 刺 身 の 魚 種 は お 任 せ い た だ く よ う に な り ま す 。

萩 の 肴 セ ッ ト（ 刺 身 ） 3, 0 0 0 円 （ 税 込 ）
容

人 醇 道 一 途 （ 製 造  萩 市 ・ 株 式 会 社 澄 川 酒 造 場

B d- 1 4 純 米 酒 （ 製 造 萩 市 ・ 八 千 代 酒 造 合 名 会 社

産 ケ ン サ キ イ カ す る め ： 3 ～ 8 枚

特 産 焼 き 抜 き 蒲 鉾  萩 椿 ： 1 6 0 g

内 容

● 東 洋 美 人

● 八 千 代 B

● 萩 市 産

● 萩 市 特

社 ） 3 0 0 m l

場 ）3 0 0 m l

0 0 m l

（ ）（ 税 込 ） 萩 の 肴 セ ッ ト（ す る め ）3, 0 0 0 円 （ 税 込 ）

純 米 酒 （ 製 造 萩 市 ・ 岩 崎 酒 造 株 式 会 社 ）3 0 0 m l

純 米 酒 （ 製 造 萩 市 ・ 有 限 会 社 岡 崎 酒 造 場 ）3 0 0 m l

米 酒 （ 製 造 萩 市 ・ 中 村 酒 造 株 式 会 社 ）3 0 0 m l

● 東 洋 美 人 醇 道 一 途 （ 製 造 萩 市 ・ 株 式 会 社 澄 川 酒 造 場 ）3 0 0 ml

● 八 千 代  Bd - 1 4 純 米 酒 （ 製 造  萩 市 ・ 八 千 代 酒 造 合 名 会 社 ）3 0 0 m l

内 　 容

● 長 陽 福 娘

● 長 門 峡 純

● 宝 船 純 米

● 東 洋 美 人  醇

場 ）3 0 0 m l

社 ）3 0 0 ml

（ ）円 （ 税 込 ） 萩 の 肴 セ ッ ト（ Ｘ Ｏ 醤 ）3, 0 0 0 円 （ 税 込 ）

道 の 駅 萩 し ー ま ー と 

「 萩 の 地 酒 」 オ ン ラ イ ン 販 売 開 始 記 念 セ ッ ト

オ ン ラ イ ン シ ョ ッ プ は こ ち ら

サ ン デ  ー 山 口  （ 山 口 版 ）  は 、  山 口 市  ・  美 祢 市  ・  宇 部 市  （  一  部 ）  ・  防 府 市  （  一  部 ）  で の 新 聞 折 り 込 み と 各 所  へ  の 設 置 で 、  み な さ ま に お 届 け し て  い  ま す 。  紙 面 に 載 り 切 ら な  い 情 報 は ウ  ェ  ブ サ イ ト に 掲 載 し て  い  ま す 。  ぜ ひ ご 覧 く だ さ  い 。


